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平成２０年４月期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成１９年１２月１４日に公表いたしました平成２０年４月期（平成１９年５月１日～平成２０年４月３０日）の

業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

 

１．平成２０年４月期 通期連結業績予想数値の修正（平成 19 年 5 月 1 日～平成 20 年 4 月 30 日） 

                                                       （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） １４,０００       ６００ ４５０ ２００

今回修正予想（B） １４,８００ ６３０ ２７０ １７０

増減額（B－A） ８００ ３０ △１８０   △３０

増減率（％）      ５．７ ５．０    △４０．０    △１５．０

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績

（平 成 １９年 ４月)  
１４,５４６ ５１６ ３６８ △７２８

 

２．平成２０年４月期 通期個別業績予想数値の修正（平成 19 年 5 月 1 日～平成 20 年 4 月 30 日） 

                                                      （単位：百万円） 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A）    １１,６００ ５００ ３５０        １５０

今回修正予想（B） １２,１００ ５４０ ３２０ ２５０

増減額（B－A） ５００ ４０ △３０ １００

増減率（％） ４．３ ８．０ △８．６     ６６．７

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績

（平 成 １９年 ４月）  
１１,５５２ ４３２         ３１９ △８９９

 



 

３．修正の理由 

 （１） 連結業績 

当期の連結業績については、個別業績が当初予想を上回ったことで、売上高、営業利益は当初予

想を上回る見込みとなりました。しかし、営業外損益では、前期５４百万円の為替差益が、当期は急激

に円高が進行したことから１３４百万円の為替差損の計上となり、営業外損失が増加したことで、経常利

益は当初予想を下回る２７０百万円となる見込みです。また、特別利益として有価証券売却益等で２０

百万円計上し、特別損失として貸倒引当金繰入額等で６８百万円を計上する見込みとなりましたが、法

人税、住民税及び事業税が当初予想をやや下回ったこと及び法人税等調整額を計上することで当期

純利益は、当初予想をやや下回る１７０百万円の見込みとなりました。 

   

 （２） 個別業績 

当期の個別業績は、当社主力製品である定置網部門の売上高が上半期好調であったこと、下半期

は、養殖用イケス網及び旋網の売上高が伸びたことで、売上高、営業利益とも当初予想を上回る見込

みとなりました。しかし、前期は３２百万円の為替評価益が当期は急激な円高が進んだ影響により４８百

万円の為替評価損となったことから経常利益は３２０百万円と当初予想を下回る見込みとなりました。 

特別利益として投資有価証券の売却益、投資損失引当金戻入益により５８百万円計上し、特別損失

として貸倒引当金繰入額、固定資産除却損等により７４百万円計上することとなりましたが、法人税、住

民税及び事業税が当初予想を下回る見込みとなったこと及び法人税等調整額の影響により、当期純

利益は２５０百万円と当初予想を上回る見込みとなりました。 

 

 

 

以上 


